
令和３年１２月 

流山市立八木北小学校 

「５年生家庭科」 

 ５年生は、五大栄養素（炭水化物・脂質・たんぱく質・無機質・ビタミン）について学習し

ました。食品にはそれぞれ含まれる栄養素と働きがあり、給食のように主食、主菜、副菜、汁

物を組み合わせていろいろな食品をとることで、栄養バランスもとれることを学びました。 

                                   

「５年生・６年生家庭科（調理実習）」 

 ５年生と６年生は、家庭科の時間に「みそ汁」を作りました。「みそ汁」 

作りは５年生の実習内容ですが、新型コロナウイルス感染予防で昨年から 

調理実習を控えていたため、６年生も「みそ汁」を作ることになりました。 

 今までは、１班４～５人で実習していましたが、密にならないように１班２～３人で作り、

試食しました。 

 だしは煮干しでとり、大根、油揚げ、長ねぎを切って入れ、やわらかく煮えたらみそを溶か

して出来上がり。煮干しは、取り出さずに具材として食べ、ゴミになるのを減らしました。 

 自分で作ったみそ汁は格別なようで、みんな「おいしい」と言って食べていました。ぜひ、

家でも作ってほしいです！ 

学校 HP給食室の QRコードです。毎日の給食についても紹介しています。 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ★裏面にも食に関する情報を載せています。どうぞご覧ください。    

食育タイム 

年越しに食べるものは？ 

 年越しそばは江戸時代頃から食べられていました。 

由来については下記のように諸説あります。 

           ①そばの実が三角形なので邪気をはらうため。                                             

②そばは細くて長いので、長寿になるようにという願いを込めて。 

           ③細工師が金粉を集めるのにそば粉を使うため、金を集める意味。 

            また、地域によっては年越しにうどんを食べたり、年取り魚 

（さけやぶりなど）を食べたりする風習があります。 


